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及び利用の促進に関する法律を改正しました

特集

合法伐採木材等の流通



6
国際熱帯木材機関（ＩＴＴＯ）プロジェクト（ペルー）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202306.html

webアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が決定し、
表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

住田町立有住中学校 （岩手県住田町）
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ウッドデザイン賞の募集が始まりました

国との協定締結状況とその実績14 森林を活かす都市の木造化

同校は、森林・林業日本一のまちづくりを掲げる住田町において、
●　昭和５７年から、学校に隣接する山林にスギを植栽し「有住中学校モデル学校林」として整備し、専門家
　の指導の下、生徒自身が下刈りや除伐、間伐等の作業を行ってきたこと
●　平成２２年から、中学校３年間を通した森林環境教育を実施し、現場の体験活動を通じて学ぶ機会を提供

し、森林・林業に対する理解醸成に貢献してきたこと
などが評価され、受賞されました。

▲ 森林の散策を通じて多面的機能を学ぶ（１年生） ▲ 地元木工団地の見学（３年生）▲ 学校林での間伐体験（２年生）
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　令和５年４月２６日、「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（通称「クリーンウッド法」）の一部
を改正する法律」が成立しました。今回の改正では、違法伐採及び違法伐採に係る木材等の流通を抑制するため、
川上・水際の木材関連事業者に対し、譲受け等をする木材等について、合法性の確認等を義務付ける等の措置を
創設しました。本稿では、クリーンウッド法のこれまでの経緯を振り返りつつ、改正内容を紹介します。

合法伐採木材等の流通
及び 利用の促進に関する法律
を改正しました
～違法伐採対策の取組を更に強化します～

特集
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現
行
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
概
要

　

違
法
伐
採
及
び
違
法
伐
採
木
材
の
流
通

は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
等
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
ほ
か
、
木
材
市
場
に
お
け
る
公
正
な
取
引

を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
サ
ミ
ッ

ト
等
に
お
い
て
違
法
伐
採
問
題
へ
の
対
応
の

機
運
が
高
ま
り
、
各
国
で
関
連
法
の
制
定
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、

平
成
18
年
か
ら
、
政
府
調
達
に
お
い
て
合
法

性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
の
調
達
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
28
年

の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
更
な
る
対

応
を
発
信
す
べ
く
、
政
府
調
達
に
限
ら
ず
合

法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
の
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
合
法
伐

採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」）

が
平
成
28
年
に
議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
、

翌
29
年
５
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
附
則
に
お
い
て

「
政
府
は
、
施
行
後
５
年
を
目
途
と
し
て
、

施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
共
管
省
庁
で
あ
る
農
林
水
産
省
・
経

済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
は
、
施
行
状
況
の

把
握
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
後
述
の
学

　

現
行
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
、
事
業
者

に
対
し
、
木
材
等
を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て

は
、「
合
法
伐
採
木
材
等
」
を
利
用
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
努
力
義
務

を
課
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
木
材
関
連
事
業
者
の
「
取

り
組
む
べ
き
措
置
」
と
し
て
、

❶　

取
り
扱
う
木
材
等
に
対
し
、
合
法
性
の

　

確
認
（
デ
ュ
ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、Ｄ
Ｄ
）

　

等
を
行
う
こ
と
（
具
体
的
に
は
、
木
材
等

　

の
譲
受
け
先
か
ら
伐
採
届
等
を
入
手
し
、

　

必
要
に
応
じ
て
そ
れ
以
外
の
合
法
性
に
関

　

す
る
情
報
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
取
り
扱

　

う
木
材
等
が
我
が
国
又
は
原
産
国
の
法
令

　

に
適
合
し
て
伐
採
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確

　

認
を
す
る
。）

❷　

当
該
木
材
等
を
譲
り
渡
す
と
き
に
は
合

　

法
性
の
確
認
の
結
果
（
合
法
性
が
確
認
で

　

き
た
か
否
か
の
別
）
を
譲
渡
し
先
に
伝
達

　

す
る
こ
と

等
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
取
り
組
む
べ
き
措
置
」
を
適

切
か
つ
確
実
に
講
ず
る
木
材
関
連
事
業
者

は
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
登
録
実
施
機
関
の

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、「
登
録
木
材

関
連
事
業
者
」
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
木
材
関
連
事
業
者
」
と
は
、
木

材
等
の
製
造
、
加
工
、
輸
入
、
販
売
を
す
る

術
経
験
者
や
業
界
関
係
者

を
委
員
と
す
る
検
討
会
な

ど
を
通
じ
て
関
係
者
と
の

議
論
・
調
整
等
を
重
ね
、

令
和
４
年
12
月
に
見
直
し

の
方
向
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　

こ
の
見
直
し
の
方
向
を

踏
ま
え
、
合
法
伐
採
木
材

等
の
流
通
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
、
４
月

26
日
に
成
立
し
、
５
月
８
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

定
め
る
予
定
で
す
。
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を
開
設
し
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
概
要
や

主
要
な
木
材
輸
出
国
等
の
木
材
の
伐
採
に
関

す
る
法
令
情
報
等
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
木
材

関
連
事
業
者
を
対
象
と
し
た
登
録
促
進
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
に
加
え
、
消
費
者
を
含
め
た
普

及
啓
発
の
取
組
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
甲
斐
も
あ
り
、
令
和
３
年
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
木
材

関
連
事
業
者
の
約
９
割
が
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
を
認
知
し
て
お
り
、
約
７
割
が
「
木
材
等

を
販
売
す
る
際
に
合
法
性
を
担
保
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
施
行
状
況

事
業
者
（
た
だ
し
、
小
売
事
業
者
は
除
く
。）

及
び
建
築
等
木
材
を
利
用
す
る
事
業
者
を
い

い
、
国
内
市
場
に
お
け
る
流
通
の
最
も
川
上
・

水
際
に
い
る
者
を
「
第
一
種
木
材
関
連
事
業

者
」、
そ
れ
以
外
を
「
第
二
種
木
材
関
連
事

業
者
」
と
分
類
し
て
い
ま
す
（
参
考
１
）。

　

ま
た
、「
木
材
等
」
は
、
木
材
だ
け
で
は

　

一
方
、
第
一
種
木
材
関
連
事
業
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
取
り
扱
う

木
材
の
全
量
に
つ
い
て
合
法
性
を
確
認
で
き

た
と
す
る
者
が
約
６
割
に
と
ど
ま
る
と
と
も

に
、
そ
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
は
伐
採
届
等

の
行
政
書
類
を
用
い
る
も
の
か
ら
独
自
の
方

法
ま
で
多
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
木
材
関
連
事
業
者
（
第
一
種
）

に
よ
り
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
の
量
の

木
材
総
需
要
量
に
対
す
る
割
合
は
27
％
（
平

成
30
年
度
）
か
ら
44
％
（
令
和
３
年
度
）
に

上
昇
し
て
お
り
、
登
録
木
材
関
連
事
業
者
の

取
り
扱
う
木
材
の
う
ち
合
法
性
が
確
認
さ
れ

た
木
材
の
割
合
は
、
第
一
種
で
96
％
、
第
二

種
で
92
％
（
令
和
３
年
度
）
と
、
積
極
的
に

合
法
伐
採
木
材
を
取
り
扱
う
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
登
録
木
材
関
連
事
業
者
の
登

録
件
数
は
、
補
助
事
業
に
お
け
る
加
点
等
の

優
遇
措
置
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
３
月
末
現
在

で
未
だ
６
０
９
件
と
一
部
の
事
業
者
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
近
年
そ
の
伸
び
は
鈍
化
し
て

い
ま
す
。

な
く
家
具
・
紙
等
の
木
材
製
品
を
含
み
ま
す
。

　

林
野
庁
に
お
い
て
は
、
木
材
関
連
事
業
者

に
よ
る
合
法
性
の
確
認
を
促
進
す
る
た
め
、

情
報
提
供
サ
イ
ト「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ
」

（参考１）現行法のクリーンウッド法対象事業者

･･･ 第一種木材関連事業者

･･･ 第二種木材関連事業者

･･･ 登録事業者

･･･ 合法性確認等の対象外

･･･ 合法性確認情報あり

･･･ 合法性関連情報必ずしもなし

事業者

木材関連事業者

森
林
所
有
者

海
外
事
業
者

素
材
生
産
事
業
者

輸
入
事
業
者

木
材
市
場

小　

売　

事　

業　

者

消　
　

費　
　

者

木
材
加
工
事
業
者
（
製
材
・  

合
板
工
場
等
）

その他の
木材関連事業者

登録
事業者

登録
事業者

登録
事業者

登録
事業者

登録
事業者

登録
事業者

（　　　　　　）
集成材工場
プレカット工場
家具工場
製紙工場
建築業者　　　
等

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go
.jp/j/riyou/goho/
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国
際
的
な
状
況
を
み
る
と
、
深
刻
化
す
る

地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
注
目
が
高
ま
る

中
、
近
年
の
Ｇ
７
関
連
会
合
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
林

業
担
当
大
臣
会
合
等
に
お
い
て
、
違
法
伐
採

も
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
国
に
お
い
て
も
、
違
法
伐
採
対
策
に
関

す
る
法
令
を
制
定
又
は
改
正
す
る
動
き
が
見

ら
れ
、
我
が
国
と
し
て
も
よ
り
積
極
的
に
違

違
法
伐
採
対
策
に
関
す
る
各
国

の
動
向

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
５
年

後
見
直
し
の
方
向
」
の
と
り
ま

と
め

法
伐
採
対
策
を
講
ず
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
（
参
考
２
）。

　

本
年
４
月
の
Ｇ
７
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
大
臣
会
合
で
も
、
そ
の
成
果
文
書
に
お
い

て
、
違
法
伐
採
対
策
を
含
む
持
続
可
能
な

森
林
経
営
と
木
材
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト
す
る
旨
、
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
文
書

で
も
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
重
要
性
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
学
識
経
験
者
や
業
界
の
関

係
者
に
委
員
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
検
討

会
が
令
和
４
年
４
月
に
整
理
し
た
「
中
間
と

り
ま
と
め
」（
詳
細
は
本
誌
令
和
４
年
４
月

号
特
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
を
基
に
、
制

度
の
共
管
省
庁
で
あ
る
経
済
産
業
省
及
び

国
土
交
通
省
と
連
携
し
、
関
係
者
の
意
見
等

も
聴
き
つ
つ
、
検
討
・
調
整
を
進
め
、
同
年

12
月
に
、「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
５
年
後
見

直
し
の
方
向
」
を
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

  

・

違
法
伐
採
の
根
絶
は
世
界
の
潮
流
で
あ

　

り
、
令
和
５
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、

　

違
法
伐
採
問
題
に
厳
正
に
対
処
し
、
合
法

　

伐
採
木
材
等
の
み
が
流
通
す
る
世
界
に
し

　

て
い
く
。

  

・

一
方
、
我
が
国
の
木
材
自
給
率
が
 50
％

　

に
満
た
ず
、
ま
た
、
登
録
木
材
関
連
事
業

者
に
よ
り
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材

　

等
が
全
体
の
40
％
と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま

　

え
、
木
材
等
の
安
定
供
給
に
支
障
を
き
た

　

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

　

た
め
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
国
産

　

材
の
供
給
拡
大
等
の
取
組
を
進
め
つ
つ
、

　

違
法
伐
採
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
。

  

・

こ
の
た
め
、
川
上
・
水
際
の
木
材
関
連

　

事
業
者
が
合
法
性
確
認
等
（
デ
ュ
ー
・
デ

　

リ
ジ
ェ
ン
ス
）
に
確
実
に
取
り
組
む
よ
う

　

義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
違
法
伐
採
木
材

　

は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ

　

と
等
と
し
、
必
要
な
法
律
改
正
案
を
令
和

　

５
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
。

  

・

改
正
法
は
一
定
の
周
知
期
間
を
設
け
た

　

上
で
施
行
し
、
施
行
後
３
年
を
目
途
に
、

　

木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認
等

　

の
実
施
状
況
及
び
合
法
伐
採
木
材
等
の
流

　

通
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
検
証
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
見
直
し
の
方
向
で
は
、

木
材
関
連
事
業
者
の
合
法
性
確
認
、
合
法
伐

採
木
材
の
安
定
供
給
、
事
業
者
の
負
担
軽
減
、

消
費
者
等
の
理
解
の
醸
成
及
び
事
業
者
の
メ

リ
ッ
ト
、
政
府
に
よ
る
実
施
状
況
の
把
握
と

い
っ
た
観
点
を
含
め
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・　ＥＵ市場における最初の木材の取扱者を対象

・　違法伐採のリスクの確認義務を課す（デュー・デリジェンス）

・　デュー・デリジェンスの不履行の場合、違法伐採木材を取引

　した場合に罰則あり

・　木材輸入業者、国産丸太加工業者を対象

・　違法伐採のリスクの確認義務を課す（デュー・デリジェンス）

・　デュー・デリジェンスの不履行の場合、違法伐採木材を輸入

　又は加工した場合に罰則あり

・　木材の輸出入、売買を行う全ての者を対象

・　違法伐採木材を取り扱わないよう十分な注意義務を課す

・　違法伐採木材を取引した場合に罰則あり

・　木材輸入業者を対象

・　木材の合法性証明書類を提出しなければ輸入を禁止

・　２０２０年の森林法改正により違法伐採木材の購入、加工、輸入

　に対する規制を措置し、その詳細である施行規則を検討中

・　これまで法制度はなかったが、新たに合法性を担保する制度

　の導入を検討中

（参考２）主要国の違法伐採対策

ＥＵ

豪州

米国

韓国

中国

ＮＺ
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ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
改
正
の
概
要

お
わ
り
に

❶　

国
内
市
場
に
お
け
る
木
材
流
通
の
最
初

　

の
段
階
で
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
川
上
・
水
際
の
木
材
関
連
事
業
者
に

　

対
し
、
素
材
生
産
販
売
事
業
者
又
は
外
国

　

の
木
材
輸
出
事
業
者
か
ら
木
材
等
の
譲
受

　

け
等
を
す
る
場
合
に
、
合
法
性
の
確
認
等
、

　

記
録
の
作
成
・
保
存
及
び
情
報
の
伝
達
を

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❷

木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
性
の

　

確
認
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
素
材

　

生
産
販
売
事
業
者
に
対
し
、
当
該
木
材
関

　

連
事
業
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
原
材
料

情
報
等
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

❸　

合
法
性
の
確
認
等
の
情
報
が
消
費
者
ま

　

で
伝
わ
る
よ
う
、
小
売
事
業
者
を
木
材
関

　

連
事
業
者
に
追
加
す
る
。

❹　

①
及
び
②
に
関
し
、
主
務
大
臣
に
よ
る

　

指
導
・
助
言
、
勧
告
、
公
表
、
命
令
、
命

　

令
違
反
の
場
合
の
罰
則
等
を
措
置
す
る
。

❺　

木
材
関
連
事
業
者
が
①
の
ほ
か
、
合
法

　

伐
採
木
材
等
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に

　

取
り
組
む
べ
き
措
置
と
し
て
、
違
法
伐
採

　

に
係
る
木
材
等
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
す

　

る
た
め
の
措
置
等
を
明
確
化
す
る
。

❻　

一
定
規
模
以
上
の
川
上
・
水
際
の
木
材

　

関
連
事
業
者
に
対
す
る
定
期
報
告
の
義
務

　

付
け
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
等
に
対
す

　

る
協
力
要
請
を
措
置
す
る
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
改
正
は
、
川

上
・
水
際
の
木
材
関
連
事
業
者
に
合
法
性
の

確
認
等
の
義
務
付
け
を
行
い
、
違
法
伐
採
対

策
の
取
組
を
強
化
す
る
も
の
で
す
が
、
国
内

の
木
材
需
要
に
対
す
る
木
材
の
安
定
供
給

や
、
木
材
流
通
に
関
わ
る
事
業
者
負
担
へ
の

配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
林
野
庁

で
は
、
関
係
者
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、

❶　

合
法
性
の
確
認
の
具
体
的
な
手
続
や
方

法
を
ま
と
め
た
分
か
り
や
す
い
フ
ロ
ー

　

チ
ャ
ー
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成

❷　

事
業
者
向
け
の
説
明
会
や
研
修
会
の
開

　

催
、
相
談
受
付
体
制
の
強
化

❸　

合
法
性
の
確
認
等
に
係
る
情
報
の
受
け

　

渡
し
や
記
録
の
保
存
等
を
電
子
的
に
行
え

　

る
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
構
築

と
い
っ
た
取
組
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
木
材
を
扱

う
事
業
者
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
を

含
め
た
木
材
流
通
に
関
わ
る
す
べ
て
の
関
係

者
が
木
材
の
合
法
性
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で

実
効
性
が
高
ま
る
た
め
、
よ
り
一
層
普
及
啓

発
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
合
法
性
が
確
認

さ
れ
た
木
材
が
広
く
一
般
に
流
通
し
、
木
材

を
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

で
、
需
要
が
更
に
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
木
材
関
連
事
業
者
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
森
林
・
林
業
関
係
者
、
流
通
関
係
者
、

消
費
者
等
広
く
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
５
年
後
見

直
し
の
方
向
」
も
踏
ま
え
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
改
正
の
主
な

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
（
参
考
３
）。

合法伐採木材等の利用に努める義務

川上の木材関連事業者
（原木市場、製材向上等） 他の木材関連事業者

水際の木材関連事業者
（輸入事業者）

木材輸出事業者

素材生産販売者
（立木の伐採、販売等）

小売事業者

消費者

合法性の確認等を
確実に行う者を登録

合法性の確認等を
確実に行う者を登録

合法性の確認
等を義務化 が改正部分

事業者

小売事業者を木材
関連事業者に追加

木材関連事業者の
求めに応じ、情報
提供を義務化

（　　　　　　　）家具工場、製紙工場、
建設事業　等

展示会でクリーンウッドをＰＲ

（参考３）法改正の主な内容
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山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

〜
忘
れ
な
い  

山
の
恵
み
と  

山
地
災
害
〜

TOPICS

01
　

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く
複
雑
な
地
形
を
し
て

お
り
、川
幅
は
狭
く
、急
流
が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
陸
プ
レ
ー
ト
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位
置
し
て
お

り
、
地
震
や
火
山
活
動
も
活
発
で
す
。
さ
ら
に
、
日
本
の
年

間
降
水
量
は
約
千
７
百
ミ
リ
で
、
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
２

倍
と
き
わ
め
て
雨
が
多
く
、
特
に
梅
雨
期
や
台
風
期
の
際
は

局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
起
こ
り
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
ど
け
期
に
は
、
河
川
の
増
水

や
な
だ
れ
の
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。
加
え
て
近
年
は
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
等
に
よ
り
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
る
我
が
国
で
は
、
山
崩
れ
や
土
石

流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
危
険
を
常
に
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
山
地
災
害
が
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
自
ら
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
と
と
も
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
５
月
20
日
（
土
）
か
ら
６
月
30
日
（
金
）

に
「
忘
れ
な
い　

山
の
恵
み
と　

山
地
災
害
」
を
標
語
と
し

て
掲
げ
た
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

各
都
道
府
県
・
市
町
村
と
連
携
し
て
、
山
地
災
害
の
未
然
防

止
や
少
し
で
も
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

山
地
災
害
の
多
い
日
本

　

山
地
災
害
の
未
然
防
止
等
を
図
る
た
め
、
公
共
施
設
等
に

お
け
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
地
域
の
危
険
地
区
の
周
知

や
、
小
学
校
等
で
の
防
災
教
室
の
開
催
、
注
意
を
促
す
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
治
山
事
業
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
業
施
工
地
の
見
学
等

を
開
催
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

令和４年８月３日からの大雨被害（新潟県村上市）

令和４年９月の台風第１４号被害（宮崎県椎葉村）

　
我
が
国
で
は
、
毎
年
約
２
千
ヶ
所
以
上
で
山
地
災
害
が
発
生
し
、
人
命
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
毎
年
、
山
地
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
梅
雨
の
時
期
に
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
山
地
災
害
防
止
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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山
地
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
身
近
に
あ
る
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
起
き

や
す
い
危
険
な
場
所
や
、
台
風
や
大
雨
の
際
の
避
難
場
所
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

都
道
府
県
な
ど
で
は
、
山
地
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
所
を
「
山
地
災
害
危
険
地
区
」
と
し
て
把
握
す
る
と

と
も
に
、
日
頃
か
ら
治
山
施
設
の
点
検
等
の
山
地
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
、
避
難
場

所
な
ど
の
防
災
情
報
と
と
も
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
防
災
マ
ッ

プ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
災
活
動

や
避
難
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
災
害
発
生

時
の
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

注
：
保
安
林
と
は
、
水
源
の
涵
養
、
土
砂
の
崩
壊
そ
の
他
災
害
の
防
備
、

　

生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
、
特
定
の
公
益
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

　

農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
森
林
で

　

す
。
保
安
林
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
森
林
の
機
能
を
確

　

保
す
る
た
め
、
立
木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質
の
変
更
等
が
規
制
さ
れ

　

ま
す
。

小学生への森林教室 パネル展の開催 派遣職員による被害調査 ヘリコプターによる被害状況調査　

危
険
な
場
所
、
避
難
場
所
等
を
確
認

　

さ
ら
に
、
保
安
林（
注
）
制
度
の
周
知
や
保
安
林
の
巡
視
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
適
切
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。
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第
32
回
森
と
花
の
祭
典
「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」

感
じ
よ
う  

み
ど
り
の
恵
み
と  

木
の
ぬ
く
も
り

TOPICS

02

　

毎
年
、
木
々
や
草
花
の
新
緑
が
鮮
や
か
な
４
月
15
日
か
ら

５
月
14
日
ま
で
は
、
み
ど
り
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
「
み
ど
り
の
月
間
」
で
す
。
森
と
花
の
祭
典
「
み
ど
り
の

感
謝
祭
」
は
、
み
ど
り
の
月
間
中
に
実
施
さ
れ
る
全
国
各
地

の
緑
化
行
事
の
締
め
く
く
り
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
13
日
（
土
）
に
、
感
謝
祭
の
名
誉
総
裁
に
御

就
任
さ
れ
た
佳
子
内
親
王
殿
下
の
御
臨
席
の
も
と
、
衆
参
両

院
議
長
、
勝
俣
農
林
水
産
副
大
臣
、
そ
の
ほ
か
関
係
者
の
約

２
３
０
名
の
方
々
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
東
京
都
千
代
田
区

の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
に
て
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

佳
子
内
親
王
殿
下
か
ら
は
、「
か
け
が
え
の
な
い
『
み
ど
り
』

を
、
将
来
へ
着
実
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
『
み
ど
り
』
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
第
一
歩
」
と
の
お
こ
と
ば
を
賜
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
み
ど
り
や
森
林
に
関
し
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
方
に
贈
ら
れ
る
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
の
顕
彰
、
地
域
の

環
境
美
化
や
緑
化
活
動
に
取
り
組
む
緑
の
少
年
団
等
へ
の
苗

木
と
花
の
特
別
贈
呈
、
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
用
原
画
受
賞

者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
令
和
６
年
春
に
全
国
植
樹
祭
が
開
催

さ
れ
る
岡
山
県
を
代
表
し
、
同
県
美
咲
町
で
活
動
し
て
い
る

大
垪
和
み
ど
り
の
少
年
隊
か
ら
、
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

佳子内親王殿下

大垪和みどりの少年隊による誓いの言葉苗木と花の特別贈呈

佳子内親王殿下の御臨席のもと開催された式典

み
ど
り
の
感
謝
祭
式
典

お
お
は
が
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式
典
に
先
立
っ
て
、
佳
子
内
親
王
殿
下
か
ら
各
受
賞
者
等

へ
の
お
声
が
け
が
、
４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
親
王

殿
下
は
受
賞
者
等
に
、「
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
活
動
を
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
（
土
）
か
ら
５
月
14
日
（
日
）
の
み
ど
り
の
月
間

限
定
で
式
典
の
併
催
行
事
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
み
ど

り
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、
森
林
や
木
材
利
用
に
関
係
す
る
内
容

を
考
え
て
応
募
す
る
「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の
〝
も
り
の
わ
〞

話　

吹
き
出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
、メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）

を
活
用
し
た
森
林
教
室
を
開
催
し
た
ほ
か
、
全
国
の
緑
化
関

係
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
や
閲
覧
者
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
等
を
行
い
ま
し
た
。

併
催
行
事

お
声
が
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
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(万t-CO2)

５万t-CO2

TOPICS

03 森林分野での
Ｊ-クレジット制度の活用が広がっています

Ｊ－クレジット制度は、省エネ設備の導入や森林経営などの取組（プロジェクト）による、温室効果ガスの排出
削減量や吸収量を「クレジット」として国が認証する制度です。林業経営者にとっては、認証されたクレジット
を販売することで新たな収入源を得ることができるほか、排出事業者にとっては、「グリーントランスフォーメーショ
ン（ＧＸ）」の実現に向けた取組の加速化が求められるため、売り手・買い手ともに、同制度への関心が高まっています。

森林プロジェクトの場合、間伐等の施業や保護の
ための活動を行った森林のＣＯ２吸収量についてクレ
ジット認証を受けることができます。森林由来クレ
ジットの認証量は拡大傾向にあり、２０２２年度は初
めて５万トンを上回りました。近年は、登録時の認証
見込量が１件あたり１０万トン以上の大規模プロジェ
クトも増加しており、今後はさらなる認証量の増大
が期待されます。

森林由来クレジットの現状

森林・林業関係者がＪ－クレジットへ参加するため
に、登録時の要件やクレジット認証時の手続きの複
雑さなどが課題となっていました。このため、２０２
１～２０２２年にかけて、モニタリング手続きの簡素
化や、主伐・再造林を計画する場合にもプロジェク
ト登録を行いやすくする制度見直し等を行いました。
　また、林野庁では今年３月に、クレジット創出・
活用に関心がある方に向けたセミナーを開催すると
ともに、手続きや活用のポイントをまとめたハンド
ブックを作成・公表しました。セミナーの資料やハ
ンドブックは、林野庁ホームページから御覧いただ
けますので、ぜひ、これらの資料を参考にして、クレジッ
トの創出・活用を積極的にご検討ください。

林野庁 HP　 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka
/J-credit.html

制度の普及に向けて

森林経営活動クレジット認証量の推移
（２０２３年３月末までの累計）
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TOPICS

04 サザエさん一家に
「森林の環応援団」を委嘱しました！

　林野庁は、「伐って、使って、植えて、育てる」森林資源の循環利用の意義について、多くの国民の皆さま
に理解を深めていただく活動を行っています。その一環として、漫画「サザエさん」の著作権を有する長谷
川町子美術館と協力体制を構築し、４月１３日に、野村農林水産大臣がサザエさん一家に「森林の環応援団」
を委嘱しました。
　委嘱状を受け取ったサザエさんは、「大変光栄です。家族みんなで頑張りま～す」との決意を述べられました。

今後、サザエさん一家の協力を得つつ、森林資源の循環利用に関する一層の情報発信に取り組んでまいります。

農林水産省公式ＹｏｕＴｕｂｅ【ＢＵＺＺ      ＭＡＦＦ】では、サザエさんとの対談動画も公開中です。
森林資源の循環や森林が果たす役割について、サザエさんが分かりやすく解説してくれていますので、
ぜひご覧ください。

農林水産省×フグ田サザエ氏

https://www.youtube.com/watch?v=B7oOLcYEz5s&list=PLVc03uX0IwZ
vjutoLyrd7Nldgdo3yZrnu&index=3

林野庁 HP　 https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kouhou/230413_4.html

詳細は、下記のＵＲＬをご覧ください。

動画はこちらから

が森林の環応援団に！

公式YouTube

緊急対談

サザエさん

も り わ
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国
と
の
協
定
締
結
の
実
績

2

「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」
制
度
っ
て
な
に
？

〜
国
と
の
協
定
締
結
状
況
と
そ
の
実
績
〜

森林を活かす
都市の木造化

も 　 り

ま 　 ち

　

令
和
３
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」（
通
称
：
都
市
の
木
造
化
推
進
法
）

で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
国
と
協

定
を
締
結
し
た
事
例
と
実
績
等
に
つ
い
て
、

御
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

1

ま

ち

建築物木材利用促進協定の締結実績（国の協定）

日本マクドナルド株式会社 × 国（農林水産省）

令和５年２月１０日　　　　　令和８年３月末まで　　　　　全国

マクドナルド店舗における地域材利用促進に向けた建築物木材　
利用促進協定

締結日 期間 対象

締結日 期間 対象

…協定締結日 …対象区域…協定締結日からの有効期間

協定締結者
協定締結日

事業者等 国
公益社団法人 日本建築士会連合会

一般社団法人 全国木材組合連合会

全国建設労働組合総連合

野村不動産ホールディングス株式会社、ウイング株式会社

株式会社アクト

一般社団法人JBN・全国工務店協会

一般社団法人日本木造耐火建築協会

株式会社竹中工務店

（株）大林組
（株）内外テクノス
大林新星和不動産（株）

日本マクドナルド株式会社

ナイスグループ

株式会社 良品計画
株式会社 MUJI HOUSE

日本木材防腐工業組合

一般社団法人日本ウッドデザイン協会

国土交通省

農林水産省

農林水産省
国土交通省

農林水産省

農林水産省

農林水産省
国土交通省
農林水産省
国土交通省

農林水産省

農林水産省
経済産業省
環境省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省
経済産業省
国土交通省
環境省

令和３年１１月２０日

令和４年３月９日

令和４年３月９日

令和４年３月９日

令和４年３月９日

令和４年５月３１日

令和４年５月３１日

令和４年６月１０日

令和５年２月３日

令和５年２月１０日

令和５年５月９日

令和５年５月３１日

令和５年６月１日

令和５年６月５日

本
協
定
制
度
に
基
づ
き
締
結
さ
れ
た
協
定

は
、６
月
５
日
現
在
で
14
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
と
の
協
定
で
は
、
協
定
に
基
づ
き
取
り

組
む
「
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
」
や
、「
木

材
利
用
促
進
構
想
」
の
対
象
区
域
が
県
境
を

ま
た
い
だ
広
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
協
定

相
手
先
は
、
全
国
に
下
部
組
織
を
有
す
る
団

体
や
、
全
国
各
地
で
建
築
や
設
計
を
行
う
大

企
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
協
定
相
手
先
の
業
種

は
、
森
林
・
林
業
、
木
材
産
業
関
連
の
団
体

や
事
業
者
、
建
設
関
連
の
団
体
や
事
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
な
ど
、
環
境
意
識
が
高
い

小
売
業
界
関
係
の
企
業
か
ら
の
協
定
締
結
の

御
相
談
も
増
え
て
お
り
、
本
年
２
月
に
は
、

小
売
業
界
で
は
初
め
て
、
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
株
式
会
社
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
の
協
定
で
は
、
今

後
建
設
予
定
の
店
舗
等
に
お
い
て
、
一
定
量

以
上
の
地
域
材
を
利
用
す
る
設
計
を
基
本
と

し
、
３
年
間
で
計
５
，５
５
０
㎥
の
地
域
材

を
利
用
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
や
、
木
材

シリーズ
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協
定
の
締
結
が
広
が
る
中
、
締
結
し
た
企

業
等
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
協
定
に
基
づ
く

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
や
活
動
の
実
績
等
に

つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
国
と
の
協
定
や
そ
れ
に
基

づ
く
積
極
的
な
建
築
物
の
木
造
化
の
取
組
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
県
と
関
連
の
地
方
組
織

と
の
間
で
新
た
な
協
定
の
締
結
に
発
展
し
た

事
例
な
ど
、
締
結
企
業
等
に
よ
る
積
極
的
な

取
組
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
：
令
和
４
年
12
月
末
時
点
ま
で
の
実
績
）

国
と
の
協
定
の
効
果

3 利
用
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
動
画
等
で
積
極
的
に
情
報
発
信

す
る
等
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
子
供
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
層
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
企
業
が
、
木
材
利
用
を
目
標
に
掲
げ
て
、

今
後
、
木
造
の
店
舗
等
を
建
設
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
そ
れ
自
体
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
ほ
か
、
店
舗
を
利
用
す
る
多
く
の
方
々

に
、
木
の
良
さ
を
実
感
い
た
だ
け
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
他
の
企
業

へ
の
波
及
効
果
な
ど
も
期
待
で
き
る
の
で
、

木
材
利
用
の
裾
野
を
拡
げ
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
以
降
は
、
国
と
の
協
定
を
締
結
し
て

い
る
企
業
等
か
ら
、
協
定
に
基
づ
く
取
組
等

に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

次
回
の
お
知
ら
せ

4 　
■
新
た
な
協
定
の
締
結
に
波
及
し
た
事
例

（
公
社
）
日
本
建
築
士
会
連
合
会
と
国
土

交
通
省
と
の
協
定
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
埼

玉
県
、
岡
山
県
、
愛
知
県
、
高
知
県
の
地
方

建
築
士
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
県
と
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

（
一
社
）
Ｊ
Ｂ
Ｎ
・
全
国
工
務
店
協
会
と
農

林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
と
の
協
定
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
神
奈
川
県
の
関
係
団
体
が
県

と
協
定
を
締
結
し
た
ほ
か
、
地
方
組
織
が
10

都
県
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
■
積
極
的
な
木
材
利
用
の
実
績

　

建
築
主
で
あ
る
野
村
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス(

株)

と
木
材
供
給
事
業
者
で
あ
る

ウ
イ
ン
グ(
株)

は
、
建
設
予
定
の
建
築
物
へ

の
地
域
材
の
活
用
を
段
階
的
に
進
め
、
協
定

期
間
内
で
地
域
材
を
１
万
㎥
利
用
す
る
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。
調
査
時
点
で
、
１
６
２

棟
の
建
築
物
に
、
国
産
材
８
１
８
㎥
を
利
用

し
ま
し
た
。

(

株)

竹
中
工
務
店
は
、
建
築
主
や
ま
ち
・

地
域
の
付
加
価
値
向
上
に
資
す
る
木
造
建
築

物
を
推
進
し
、
調
査
時
点
で
、
５
棟
の
建
築

物
に
２
，２
４
０
㎥
の
木
材
（
う
ち
国
産
材

は
２
，０
６
５
㎥
）
を
利
用
し
ま
し
た
。

株式会社竹中工務店 × 国（農林水産省）
中高層木造建築物等の推進による木材利用拡大に
関する建築物木材利用促進協定

一般社団法人岡山県建築士会 × 岡山県
木造建築物の設計・施工に関する人材育成等に
関する木材利用促進協定

令和４年５月１３日　　　　令和７年３月末まで　　　　岡山県締結日 期間 対象

野村不動産ホールディングス株式会社
× ウイング株式会社 × 農林水産省
地域材の利用拡大に関する建築物木材利用促進協定

令和４年３月９日　　　　令和９年３月末まで　　　　全国締結日 期間 対象

令和４年６月１０日　　　　令和９年３月末まで　　　　全国締結日 期間 対象

一般社団法人神奈川県木造住宅協会
× 神奈川県森林組合連合会×神奈川県
木材の安定供給及び地域活性化に関する木材利用促進協定

令和４年１１月４日　　　　　令和５年３月末まで

神奈川県及び加盟工務店が施工する建築現場

締結日 期間

対象
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「
森
林
・
林
業
技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
　
　
　
　
　
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
列
状
間

伐
、
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
、
早
生
樹
（
セ
ン

ダ
ン
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）、
天
然
更
新
や
、

里
山
広
葉
樹
資
源
の
有
効
活
用
に
関
す
る

試
験
地
で
の
実
証
試
験
の
ほ
か
、
ド
ロ
ー

ン
、
地
上
レ
ー
ザ
計
測
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
に
よ
る
森
林
資
源
の
効
率
的
な
森
林

管
理
な
ど
様
々
な
技
術
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
地
域

の
森
林
・
林
業
関
係
者
の
方
々
と
効
果
的

に
共
有
、
情
報
発
信
す
る
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
関
係
者
の
方
々
の
視

察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
視
察

の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
や
コ
ー
ス
等
を
企
画

し
た
「
森
林
・
林
業
技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
以
下
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。）」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

センター概要

所在地

近畿中国森林管理局区域面積

関係自治体

　森林技術・支援センターでは、岡山県北西部に位置する新見市内の
国有林を中心に試験地を設定し、効率的な森林整備や低コスト造林に
向けた調査研究・技術開発を進めています。研究成果については、広く
民有林への普及に努めており、林業大学校等への講師派遣や実習受
け入れのほか、民有林の人材育成等への支援を行なっています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
、

早
生
樹
、
列
状
間
伐
、
ス
マ
ー
ト
林
業
な
ど

11
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に

視
察
ポ
イ
ン
ト
や
所
要
時
間
な
ど
を
記
載
し

て
お
り
、
関
心
と
時
間
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
組
み
合
わ
せ
、
効
率
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
で
複
数
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ

せ
、
視
察
時
間
が
半
日
ま
た
は
全
日
の
「
森

林
施
業
コ
ー
ス
」、「
低
コ
ス
ト
育
林
コ
ー

ス
」、「
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
」
な
ど
４
つ
の

お
勧
め
コ
ー
ス
を
準
備
し
、
森
林
・
林
業
の

初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
民
有
林
の
森
林
・
林
業

関
係
者
な
ど
に
現
地
視
察
を
計
10
回
開
催

し
、
延
べ
１
３
０
名
以
上
の
方
々
に
ご
参
加

［ ［

岡山県新見市高尾７８６-１

　　　　　　　　　７，３４２，４０４ha

うち森林面積   ５，０９２，７８７ha うち国有林面積   ３１０，９８６ha

１４府県
石川県、福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

石川県

福井県

滋賀県京都府

大阪府

奈良県
和歌山県

兵庫県

鳥取県

岡山県

島根県

山口県

広島県

三重県

森林技術・支援センター

●

近畿中国森林管理局

●
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
民
有
林
の
森
林
・

林
業
関
係
者
の
方
々
の
技
術
的
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
現
地
視
察

等
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

項 目 メニュー 視察ポイント 視察時間

コンテナ苗 コンテナ苗の成育状況、植栽時期別の成育状況
下刈り省略林分での成育状況・無下刈り区の成育状況 ４０分

早生樹（センダン） 瀬戸内式気候での早生樹センダンの成育状況
施肥の有無による成長の相違 ３０分

早生樹（コウヨウザン） コウヨウザンの成育状況、スギとの成長比較
ノウサギ被害の状況や被害対策、萌芽による再生状況 ３０分

エリートツリー
（ヒノキ）

エリートツリーの初期成長
コンテナ苗植栽時期による成長の相違 ３０分

間伐 列状間伐 初めての列状間伐から30年経過した林分の状況
無間伐林分等との比較 ６０分

針広混交林化
（列状間伐の実施）

列状間伐実施後の高木性広葉樹の状況、３伐６残の幅広
の列状間伐の状況 ６０分

針広混交林化
（天然広葉樹の活用）

天然広葉樹の活用によるヒノキ植栽本数の低減
地拵え、下刈り等の省力 ３０分

育成複層林施業 下木の成育状況
上木伐採に伴う下木の損傷状況 ３０分

里山広葉樹林の
活用・再生

里山林の整備・活用手法
天然更新（天然下種更新、萌芽更新）の状況 ６０分

スマート林業 地上レーザスキャナによる高精度な森林情報の収集
ドローンで撮影した写真を用いた林分解析 ６０分

ノウサギN型誘引捕獲罠 ノウサギN型誘引捕獲罠の仕組み、設置方法 １５分

植栽

針広混交林化
複層林施業

その他 い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
我
々
職

員
の
取
組
に
対
す
る
評
価
等
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
興
味
が
あ
る
取
組
に

つ
い
て
は
、
早
生
樹
（
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）、

列
状
間
伐
、
ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
心
を
示
さ

れ
る
方
々
が
多
く
、
国
有
林
に
求
め
ら
れ
て

い
る
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
研
修
の
理
解
度
に
つ
い
て
は
、「
理
解

で
き
た
」、「
概
ね
理
解
で
き
た
」
と
回
答
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
が
約
８
割
と
な
り
、

我
々
職
員
の
説
明
の
理
解
度
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
９
割
以
上

の
方
々
か
ら
次
回
も
こ
の
よ
う
な
現
地
視
察

に
「
参
加
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
伺

え
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
ご
意
見
を
参

考
に
、
新
た
な
視
察
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
や
出
張

講
座
の
実
施
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。高校生の視察（スマート林業）

市町村職員等の視察（ノウサギN型誘引捕獲罠）

森林・林業技術視察プログラムのうち興味がある取組（複数回答可）

コン
テナ
苗

早生
樹（
セン
ダン
）

早生
樹（
コウ
ヨウ
ザン
）

列状
間伐

針広
混交
林化

育成
複層
林施
業

里山
広葉
樹林
の活
用・
再生

スマ
ート
林業

エリ
ート
ツリ
ー（ヒ

ノキ
）

人

現地視察参加者アンケート結果（抜粋）

森林・林業技術視察プログラムの概要

30

20

10

0

　

森
林
・
林
業
技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
情
報
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/kinki/g_center/shisatsu_pro
gram

.htm
l
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TOPICS 05
ウッドデザイン賞の募集が始まりました

　「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を再発見できる製品や取組について、特に優れたものを評価し、表彰
する制度です。「木のある豊かな暮らし」が広がり、日々の生活や社会が彩られ、木材利用が進むことを目的に行っ
ており、今年で９年目を迎えます。
　「ライフスタイルデザイン部門」、「ハートフルデザイン部門」、「ソーシャルデザイン部門」の３つの部門があり、
特に優れた作品には、最優秀賞、優秀賞などが授与されます。２０２２年は、３３０点の応募があり、１８８点が入賞しました。
　応募期間は、７月３１日（月）までとなっています。新しい「木づかい」や「ウッド・チェンジ」につながる木製品、
取組、建築物等について、皆さまからのご応募をお待ちしています！

　ウッドデザイン賞２０２３では、自らの応募
だけでなく、皆様が「こんな作品はウッドデ
ザイン賞にふさわしいのではないか」と考え
る、木製品、取組、建築物などをご紹介いた
だき、エントリーにつなげる取組を行ってい
ます。専用フォームよりぜひご紹介ください！

　その他の上位賞受賞作品及び過去のウッドデザイン賞受賞作品は、公式ホームページからご覧いただけます。
特別賞以上の受賞作品は１１月上旬に発表され、エコプロ２０２３にて表彰・展示の予定です。（令和５年１２月６日～８日　会場：東京ビッグサイト）

ウッドデザイン賞公式 HP ： https://www.wooddesign.jp
応募方法　 ： 公式ＨＰの専用フォームよりエントリーしてください。
応募期間　 ： ６月２０日（火）１０：００  ～ ７月３１日（月）１８：００
審査費用等：一次審査（書類審査）は無料です。一次審査を通過し
た作品が二次審査（現物等審査）を受けるにはエントリー料が必要
です。また、現物の送付等の経費は応募者負担となります。

応募はこちらから！

ウッドデザイン賞２０２２最優秀賞（大臣賞）

同時募集！

問い合わせ先
（一社）日本ウッドデザイン協会　https://www.jwda.or.jp/

SANU 2nd Home
株式会社 Sanu( 東京都 )、

株式会社 ADX（福島県）他

環境大臣賞
HULIC ＆New GINZA8

株式会社竹中工務店（東京都 )、

ヒューリック株式会社（東京都）他

国土交通大臣賞
MOKUWELL HOUSE

MEC Industry 株式会社 ( 鹿児島県 )

農林水産大臣賞
ワーカーのウェルビーイングな働き方を
サポートするビッグテーブル「シルタ」

株式会社イトーキ ( 東京都 )

経済産業大臣賞

ウッドデザイン賞２０２２優秀賞（林野庁長官賞）

ＨＰ      ▶ Ｆａｃｅｂｏｏｋ      ▶

あなたのオススメ
ウッドデザイン

７月３１日（月）ま
で!

木製自転車スポーツタイプ TR-S 型 E-Thruタイプ
カネモク工業株式会社 ( 東京都 )

Do kit yourself 家具キット
株式会社維鶴木工（奈良県）

森への入り口をお届けします～森デリバリー～
株式会社東京チェンソーズ（東京都）
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
♪
２
０
２
３
ミ
ス

日
本
〝
み
ど
り
の
大
使
〞上
村
さ
や
香
で
す
。

任
期
が
始
ま
り
、
約
４
ヶ
月
！
そ
の
間
、
た

す
き
を
つ
け
た
数
は
約
70
回
！
さ
ま
ざ
ま
な

お
立
場
の
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
林
業
、
み
ど
り
に

携
わ
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ
の
尊
敬
と
感
謝

の
想
い
が
増
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
日
常
生

活
で
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
み
ど
り
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
に
あ

る
素
敵
な
木
目
の
テ
ー
ブ
ル
や
炭
火
焼
肉
の

木
炭
、
木
製
で
出
来
た
レ
ー
ル
の
お
も
ち
ゃ

な
ど
、「
こ
れ
は
ど
こ
産
の
木
材
だ
ろ
う
」
と

そ
ん
な
目
線
で
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

み
ど
り
の
大
使
に
な
っ
て
４
カ
月

　

石
川
県
木
材
産
業
振
興
協
会
様
よ
り
石
川

県
の
県
木
「
能
登
ヒ
バ
」
の
公
認
ア
ン
バ
サ

新
た
な
相
棒
、
能
登
ヒ
バ
ギ
タ
ー

ダ
ー
を
拝
命
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
証
と

し
て
、
能
登
ヒ
バ
で
で
き
た
国
産
材
ギ
タ
ー

を
受
け
取
り
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
に
日
本
の

緑
の
素
晴
ら
し
さ
、
循
環
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
！
」
と
い
う
私
の
想
い
を
一
緒
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
最
強
の
相
棒
で
す
。

　

任
命
式
の
後
は
ア
テ(

能
登
ヒ
バ)

の
林

業
視
察
の
た
め
、
能
登
森
林
組
合
に
行
き
、

伐
採
作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
を

超
え
る
樹
齢
を
持
つ
能
登
ヒ
バ
の
樹
木
の
歴

史
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
木
材
と
し
て
始
ま

る
新
た
な
歴
史
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
て
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
全
て
の
林
業
関
係
者

の
皆
様
に
尊
敬
と
感
謝
を
込
め
て
作
っ
た
新

曲
「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」
の
サ
ビ
の
部
分

「
行
っ
て
き
ま
す
！
新
し
い
ス
タ
ー
ト
」
と
は

ま
さ
に
こ
の
伐
採
の
瞬
間
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
鳳
至
木
材
さ
ん
か
ら
能
登
ヒ
バ

の
特
徴
を
学
び
ま
し
た
。
強
い
殺
菌
・
防
腐

効
果
が
あ
り
、
風
や
水
に
強
い
特
性
を
活
か

し
、
金
沢
城
な
ど
社
寺
用
材
と
し
て
も
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
能
登
木
材
総

合
セ
ン
タ
ー
さ
ん
で
は
能
登
中
の
木
材
が
こ

こ
に
集
ま
り
、
月
２
回
た
く
さ
ん
の
方
が
集

ま
り
買
い
付
け
に
く
る
木
材
市
場
の
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
石
川
県
森
林
公
園
に
て
開
催
さ

れ
た
第
37
回
県
民
み
ど
り
の
祭
典
に
出
席
し

ま
し
た
。
40
年
前
に
昭
和
天
皇
陛
下
が
お
手

植
え
さ
れ
た
ア
テ
（
能
登
ヒ
バ
）
の
前
で
能

登
ヒ
バ
ギ
タ
ー
を
弾
き
、
心
を
込
め
て
新
曲

を
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
県
で
出
会
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
強

の
相
方
、
能
登
ヒ
バ
ギ
タ
ー
と
共
に
日
本
全

国
に
国
産
木
材
を
利
用
す
る
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
！

　

そ
し
て
、
石
川
能
登
地
震
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
無
事
と
、
一
日
も

早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
で
の
県
民
み
ど
り
の
祭
典

ふ
げ
し
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